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結の浜から吹く春風と共に、本日この良き日に私たち大宜味中学校第四三期生は卒業します。私たちが

この大宜味中学校で学んだことはたくさんあります。 

共に学び合い、成長した三年間は多くの思い出で溢れています。三年前の春、私たちは真新しい制服に

身を包み、一ヶ月遅れて大宜味中学校に入学しました。入学式を終えてからも二週間ほど休みになり、なか

なか中学校生活に慣れるのが難しかったことを記憶しています。そのような中、新入生歓迎会では、先輩方

が早く学校になじめるように優しく接してくださいました。多くの行事が中止になり、例年とは違う一年になり

ました。 

二年生になり、一年の時と同じ担任であることで、個性豊かなこうせいクラスパート２が始まりました。後

輩も入学し、リードする立場になり、学校生活や部活動で頼りにされたり、引っ張っていくなかで成長してき

ました。また、総合学習の商品開発を通して、働くことについて考え、大宜味村自慢のシークヮーサーを PR

するために良い商品を作ることを経験しました。少しずつ進路について考え始めたのも辺土名高校での交

流学習がきっかけです。 

そして、たくさんの出来事があった三年生。ひとり、ひとりが進路について真剣に向き合い、勉強に励んだ

一年となりました。名桜大学の見学などを通し、自分の夢につながる進路選択についてそれぞれが学ぶこ

とができました。 

夏休みには、初めての地区陸上に向けて、練習が始まりました。暑くきつい練習を続けることができたの

も、後輩のみなさんが私たちについてきてくれたからです。 

中学校最後の合唱コンクール。九年間ともにすごしてきた仲間たちと一緒に歌った「友」は、リーダーを中

心にきれいなハーモニーを心がけ、当日は見事グランプリを受賞。国頭地区音楽発表会に出場し、クラスで

一つのことに挑戦した最高の思い出になりました。 

また三年生で一番印象に残っているのは、修学旅行です。保護者や、先生方を含めいろいろな人の協力

を得て修学旅行にいくことができました。修学旅行では、いろいろなハプニングもありながら、グループでの

自由散策や USJなどといった、沖縄では経験できない思い出をこの最高の仲間たちと作ることができまし

た。 

こうして、一つ一つのことをあげればきりがないほど、多くの思い出がたくさんあります。 

後輩のみなさん、これまで私たちについてきてくれてありがとうございました。運動会では、生徒会と三年

生を中心に進行していましたが、練習の時からみなさんがわたしたちの力となってくれたおかげで大成功を

収めることができました。 

 一・二年生の皆さん、中学校生活は長いようでとても短いですが、自分の人生の最高の思い出になると思

います。みなさんの残りの行事・中学校生活を悔いのないように過ごしてほしいと思います。 

 そして、最上級生となる二年生の皆さん、新しい後輩ができる一年生の皆さん、是非、皆さんの力でよりよ

い大宜味中学校を作り上げてください。 

 また私たちの成長を一番近くで感じ、応援し続けてくださった先生方。本当にありがとうございました。先

生方はいつも優しく、時には厳しく、私たちの力になってくださいました。いつも楽しい授業をしてくださった

先生。分からないところを優しくおしえてくださった先生。つらかったとき、相談に乗ってくださった先生。私た

ちは先生方がいたからこそ、前に進み続けることができました。私たち卒業生は大宜味中学校を卒業し、そ

れぞれの道を進んでいきます。これまでのように会うことはできませんが、これからも私たちのことを忘れず

に、応援よろしくお願いします。 

 そして、お父さん、お母さん。どんな時でも私たちを見守り、支えてくれました。今日のこの素晴らしい舞台

に立つまで育ててくれて本当にありがとうございます。 



 私たち、卒業生は最高の仲間に出会えてたくさんの思い出ができました。時には、怒られたこともあります

が、これまでの学校生活のすべてが大切な思い出です。この思い出は毎日明るく学校へ送り出してくれた

お父さんとお母さんのおかげです。まだまだ未熟な私たちには、これからもお父さん・お母さんの力が必要

です。ささいなことでけんかになったあの日のようにこれからも心配をかけることもたくさんあると思います

が、これからも私たちのそばで明るく優しく見守ってください。 

そして、小学校から中学卒業の今日までの九年間共にすごした四三期のみなさん。ケンカしたり、怒った

り、泣いたり。いろいろなことがありましたが、今では良き想い出です。この想い出は一生消えることはありま

せん。この九年間過ごした仲間は、これからもずっと仲間です。またみんなで揃って会える日までそれぞれの

夢に向かって羽ばたいていきましょう。 

 最後となりますが、これまで私たちに関わってくださった後輩のみなさん、先生方、保護者の皆様、また大

宜味村の地域の皆様。そして、四三期の仲間たち。たくさんのご支援を本当にありがとうございました。皆様

のご健康と幸せを願い、さらに母校であるこの大宜味中学校がより発展していくことを祈念して旅立ちのこ

とばとします。 
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